
 氏　名 役　職 氏　名 役　職 氏　名 役　職 氏　名 役　職

 〇平野　隆弘 会　長 市川　由莉 推進委員 〇佐藤千津子 推進委員 〇原　　新吾 推進委員

 井手口正士 副会長 〇藤原　正勝 推進委員 藤原　紘子 推進委員 鮫島　　正 推進委員

 〇田中　孝一 副会長 生水雄一郎 推進委員 〇内藤　  瞳 推進委員 小原　克彦 推進委員

 〇渡邊　俊明 副会長 〇林　　克則 推進委員 荒木　正裕 推進委員 渡邉　義弘 推進委員

 〇中島　高志 監　査 　佐藤千津子 推進委員 大原　泰治 推進委員 山田　由美 推進委員

 金本　秀雄 監　査 亀岡　教子 推進委員 岡田　展弘 推進委員 八幡　益美 推進委員

 秋山  　徹 監　査 〇羽澤　文子 推進委員 大西　由香 推進委員 古賀美希子 推進委員

 小田　信介 推進委員 〇深田紀代子 推進委員 内田　光代 推進委員 松井　秀俊 推進委員

 〇小田　翔太 推進委員 　守安　節子 推進委員 池上八重子 推進委員

 〇三山　　涼 推進委員 長田　貞夫 推進委員 馬場　道夫 推進委員 　

 藤原　優希 推進委員 田中　孝一 推進委員 〇三宅　輝義 推進委員

 

 

６月１３日（金）、新田中学校区人権学習推進委員会総会が開催されました。 

本年度は、１１人の方が新たに推進委員に選任されました。令和６年度事業 

報告・決算報告・令和７年度事業計画・予算等について、過半数の賛成をも 

って可決承認されました。協議の後、人権啓発ＤＶＤを視聴しました。 

 
 
 

　　　　　 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

テーマ「人権をたいせつにしあう明るい地域づくりをめざして」 

　　　　重点課題「支えあって共に生きる地域づくり」 

令和７年度　新田中学校区人権学習推進事業

〇印は新任

１０月４日（土）、推進委員、事務局員等総勢１４名で、津山洋学資料館へ

研修視察に行きました。また、車中研修としてＤＶＤ「差別のない社会へ－私

たちはどう生きるか－」を視聴しました。 

津山洋学資料館は、津山市を中心とする美作地方が輩出した洋学者をはじめ

とした、全国的にも珍しい洋学を専門にした資料館で、洋学に関係する資料の

収集や保存を行い、洋学知識の普及に努めています。今回の研修を通して、近

代国家の礎を築いた学者たちの足跡に触れ、時代の息吹を感じることができま

した。また、奈義町現代美術館を訪れ、公共施設として世界で初めて実現した、

建物と作品とが一体化した未来の美術館の方向性を示すものとして、参加者個

人個人が自分なりに何かを感じていただけたと思います。

新田中学校区人権学習推進委員会では、本年度、役員改選が行われ、今川会

長が退任され、平野副会長が新会長に就任されました。今川前会長には、平成

２６年に新田中学校区人権学習推進委員会の会長をお引き受けいただきまし

てから、令和６年度まで１１年の長きにわたり会長職をご歴任いただきまし

た。その間、新田中学校区における人権学習の推進と人権意識の向上に多大な

ご協力とご貢献をいただきました。総会では、今川前会長へ感謝の気持ちを

込めて、当推進委員会を代表して平野新会長から花束と退任記念の色紙が

贈呈されました。長い間、ありがとうございました。

新田中学校区人権学習推進委員会　名簿

【参加者の感想～車中研修（DVD:「差別のない社会へ」）・津山洋学資料館を訪れて～】 

・自分が気づかない差別やイジメがあることを改めて知ることができました。イジメはついつい忘れがちにな

るが、お互いを尊敬し、尊重し合える社会であるために、真剣に取り組む必要があると思いました。 

・「人は尊重するもの・差別はしない・差別をする人は弱い心をもっている」という人として大切なことを分

かりやすく訴える内容でした。いろんな場面で差別があると感じ、言動には気をつけようと思いました。 

・津山が多くの洋学者を輩出していたことに驚きました。 

・江戸時代からの先人の努力が現代の礎になっていることを強く感じ、教育の大切さを再認識しました。

第５９号 
令和７年１１月１日 

 
倉敷市新田中学校区 
人権学習推進委員会 
事務局　新田公民館 

TEL (086)427-6354 

人権だより「しんでん」は、地域のみなさまのご協力により配付されています。

人権学習推進委員会　新会長が就任 

～津山洋学資料館～

人権学習推進委員会　総会 

　８月３１日（日）、ライフパーク倉敷において第１３回人権学習推進委員交流会が開催されました。 

開会の後、「若者と共に創る未来」をテーマに、少子高齢化の進展の中で、世代を超えて連携すること

について、各中学校区から取り組みの発表がありました。庄中学校区人権学習推進委員会からは「地域の

子どもたちと共にある事業」と題して小村事務局長から発表があり、続いて、玉島西中学校区人権学習推

進委員会から「学校と公民館との連携による人権学習推進事業」と題して山根事務局長から発表がありま

した。いずれの発表も、中高生がボランティアとして手話教室・手話交流会で聴覚に障がいのある方とゲ

ームを楽しんだ事例や、公民館を会場に人権フェスタを開催し地域の子どもたちを応援していくこと、ま

た人権学習推進委員会と地元の高校生が地域の魅力や課題について意見交換し、その思いを形にするため

公民館の講座で茶道体験を実践した事例など、大変興味深く参考になる発表でした。 

その後、各グループに分かれて、「世代を超えて繋がりを感じられるイベントを考えよう」 ～人と人と

が優しさで繋がる街へ～ をテーマにワークショップが開催されました。ワークショップでは、「世代を超

えて繋がるイベントをしよう！」を課題に、高校生が考えてきたアイデアを受けて、世代を超えて参加で

きるイベントについて、高校生を含めたグループ内で自由活発な意見交換をしました。 

また交流会終了後、会場内に掲示している各中学校区の人権模造紙や啓発グッズを見て回りました。各

中学校区の特色ある事業や多彩な啓発グッズなどがたくさん紹介されていて、とても参考になりました。

10 月４日（土） 

８月３１日（日） 

洋学資料館

にて

現代美術館

にて


